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二月五日土曜日、今年も賀詞交歓会が地球飯店にて開催されました。
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今回は皆さんご多忙のところにも関わらず、四〇名強の方にお越し頂きました。中には、明治大学以外の卒業生の方、豊島以外の方、また、初参加の方なども多くいらっしゃり、多様な参加者となりました。
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会の途中、三浦支部長より、校友会豊島地域支部として懇親だけでなく地域に貢献することも心がけようとの呼びかけがあり、皆は盛大な拍手を持って賛同しました。
　また、今回初参加の橋爪さんの、応援団現役時代を思わせる迫力のあるリードのもと皆で校歌を歌い、気持ちをひとつにすることができました。

今回も多数の写真を撮りましたが、紙面の関係上ここには限られた[image: image4.jpg]


もののみを掲載しています。他の多数の写真については豊島地域支部ホームページをご覧ください。

http://toshima.meiji-shikon.net
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〔　文責　霜田　〕
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今回の『明治魂を伝える』は、

豊島区内で、人材派遣・保育園・社会貢献など様々な分野で幅広く活躍していらっしゃる、株式会社カラミー代表の井上季里さんにお話を伺いました。

井上さんは元警察官！警視庁万世橋警察で公務をこなしながら、昭和５９年二部商学部をご卒業されました。

午後５時の勤務終了と同時に、駿河台の校舎まで文字通り走って通われたそうです。

当社の主な業務は、販売スタッフの派遣。
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「売れない時代に売る！カリスマ販売員」とメディアも注目のビジネスですが、きっかけは井上さんのアルバイトでした。病気でダウンしたお友達に代わって急遽スーパー「いなげや」へ試食販売に行き、担当した「かにの浜ゆで」の大量在庫をなんと午前中で完売！井上さんの販売力・人間力が、いなげやのチーフバイヤーの目に留まり、その日のうちに専属契約となり以後着々と実績を重ね、平成３年の会社設立に至りました。

現在、登録スタッフは約２，０００人。契約メーカーはのべ３００社に上ります。

その契約メーカーの中でも、特に長年にわたる取引先「株式会社高徳海産」（南三陸石巻）が、先般の震災で被災されました。連絡を受けた井上さんは、すぐに物資を集め現地へ向かわれましたが、漬け魚、わかめなど日頃なじみの商品の工場はめちゃめちゃに壊れ、電気・ガス・水道も全滅。自宅も被災し、生産はおろか生活もままならない状態で何から手をつけてよいかわからない惨状を前にさすがの井上さんも言葉を失ったそうです。４月６日から三日間。余震が度々起き寒さ厳しい中、炊き出しやガレキの片付けを必死に続け３日目にようやく台所で食事が出来るようになったときには、高徳海産物の高橋社長が「これでやる気になった！」と感激されたそうです。

ご自身も１児の母である井上さんは、ずっと「働く母を応援したい！」と考えていらしたそうです。昨年構想が実現し、食育にこだわった保育園を池袋に開設されました。池袋２丁目平和通りの「りこう保育園」では、食器は全て陶器製。樹脂やアルミのものを使わないのは、長年食品に携わり、食育士でもある井上さんのこだわりです。

また来る５月１５日には、当保育園にて「地域密着型社会貢献食育イベント」が開催されます。子育て世代を応援する食育・保育セミナーに加え被災地へのチャリティーなど盛りだくさんの内容です。是非おいでください。

今回お話を伺って、創業以来のポリシーである『“働く”とは、はた（端）を楽にすること』を行動力とバイタリティで実践していらっしゃることが良くわかりました。今後のご活躍をお祈りします。

なお、社会貢献イベントでは協賛企業を募集中です。　　　（取材･文 島倉仁志）



























明治魂を伝える






































 賀詞交歓会開催





いなげやスタッフも


保育園を応援してます。





被災地で高徳海産の専務と


後ろの壁にクルマが！








